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総

務

省
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

○
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
令
第
一
号

環

境

省

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十

三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る

た
め
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域

経
済
牽
引
事
業
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

高
市

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

山
本

公
一
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地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域

経
済
牽
引
事
業
に
関
す
る
省
令

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
の
申
請
）

第
一
条

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
の
申
請
を

け
ん

す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
一
通
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
促
進
区
域

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
地
方
公
共
団
体
を
含
む
と
き
は
、
当
該
地

方
公
共
団
体
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
又
は
沖
縄
総
合
事
務
局
長
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
。
次
条
第
一
項
及
び

第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人

の
定
款

二

当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
の
最
近
二
期
間
の
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
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ら
の
書
類
が
な
い
場
合
に
は
、
最
近
一
年
間
の
事
業
内
容
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
）

三

法
第
十
三
条
第
三
項
第
四
号
の
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
補
助
金
等
交
付
財
産
（
同
号
に
規
定
す
る
補
助
金
等
交

付
財
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
名
称
、
現
行
の
用
途
、
補
助
金
等
交
付

財
産
に
充
て
ら
れ
た
補
助
金
等
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七

十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
補
助
金

等
交
付
財
産
を
所
管
す
る
府
省
の
名
称
、
補
助
金
等
交
付
財
産
の
処
分
の
方
法
及
び
事
業
主
体
並
び
に
補
助
金
等
交
付
財

産
の
処
分
後
の
用
途
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

３

法
第
十
三
条
第
一
項
の
代
表
者
は
、
一
名
と
す
る
。

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
変
更
の
承
認
の
申
請
）

第
二
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
変
更
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
承
認
地
域
経
済

牽
引
事
業
者
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
一
通
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
、
そ
の
承
認
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

定
款
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
後
の
定
款

二

当
該
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
の
最
近
二
期
間
の
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
ら
の
書
類
が

な
い
場
合
に
は
、
最
近
一
年
間
の
事
業
内
容
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
）

三

法
第
十
三
条
第
三
項
第
四
号
の
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
に
係
る
補
助
金
等
交
付
財
産
の
名
称
、

現
行
の
用
途
、
補
助
金
等
交
付
財
産
に
充
て
ら
れ
た
補
助
金
等
及
び
当
該
補
助
金
等
交
付
財
産
を
所
管
す
る
府
省
の
名
称

、
補
助
金
等
交
付
財
産
の
処
分
の
方
法
及
び
事
業
主
体
並
び
に
補
助
金
等
交
付
財
産
の
処
分
後
の
用
途
に
関
す
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類

（
実
施
状
況
の
報
告
）

第
三
条

承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
実
施
期
間
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
様
式
第
三
に
よ
る
実
施
状
況
報
告
書
に
よ
り
そ
の

承
認
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
実
施
状
況
報
告
書
に
は
、
各
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
若
し
く
は
損
益
計
算

書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
事
業
環
境
の
整
備
に
係
る
措
置
の
提
案
に
係
る
手
続
）

第
四
条

承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団

体
が
講
ず
べ
き
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
四
に
よ
る
提
案
書
及
び
そ
の
写
し
に
、
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
提
案
に
係
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
写
し
を
添
付
し
、
当
該
地

方
公
共
団
体
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

承
認
申
請
予
定
事
業
者
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
が
講
ず

べ
き
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
四
に
よ
る
提
案
書
及
び
そ
の
写
し
に
、
当
該
提
案
に
係
る
地
域
経
済

牽
引
事
業
計
画
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
を
添
付
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
提
案
が
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画

の
実
施
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
（
当
該
提
案
が
承
認
申
請
予
定
事
業
者
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
提

案
及
び
当
該
提
案
に
係
る
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
が
同
意
基
本
計
画
の
実
施
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
二
項
の
提

案
書
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
二
月
以
内
に
、
そ
の
旨
及
び
当
該
提
案
を
踏
ま
え
て
講
ず
る
こ
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と
と
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
提
案
を
し
た
者
に
交
付
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
提
案
が
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画

の
実
施
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
提
案
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
提
案
書
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
二
月
以
内
に
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
提
案
を
し
た
者
に
交
付
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
措
置
を
講
ず
る
と
き

は
、
様
式
第
七
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
に
対
す
る
確
認
に
係
る
手
続
）

第
五
条

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
案
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
規

定
の
解
釈
の
確
認
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
規
定
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
八
に
よ
る
照
会
書
及
び
前
条

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
提
案
書
そ
の
他
の
書
類
の
写
し
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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２

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
照
会
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
八
に
よ
る
照
会
書
及
び
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
提
案
書
そ
の
他
の
書
類
の
写
し
を
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
照
会
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他
の
主

務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
の
確
認
が
そ
の
所
管
す
る
法
律

及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
照
会
書
そ
の
他
の
書
類
の
提
出

を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
に
つ
い
て
記
載
し
た
様
式
第
九
に
よ
る
回
答
書
を
当

該
求
め
を
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
に
つ
い
て
の
検
討
の
状
況
に
照

ら
し
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
回
答
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
回
答
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
求

め
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
求
め
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
照
会
書
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そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
に
つ
い
て
様
式
第
九
に
よ
る

回
答
書
に
記
載
し
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
回
答
書
を
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
求
め
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
に
つ
い
て
の
検
討
の

状
況
に
照
ら
し
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
回
答
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
回
答
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

を
主
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
は
、
そ
の
通
知
の
内
容
を
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
求
め
を
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様式第１（第１条第１項関係） 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律 

に基づく地域経済牽引事業計画の承認申請書 

 

平成  年  月  日 

経済産業大臣 名 

○ ○ 大臣 名 

都道府県知事 名  殿 

 

住    所 

名    称 

代表者の氏名          印 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律（以下「法」とい

う。）第１３条第１項の規定に基づき、下記の計画について承認を受けたいので申請します。 

 

地域経済牽引事業計画 

 

Ⅰ 必須記載事項 

 

１ 地域経済牽引事業の内容及び実施時期 

（１）地域経済牽引事業を行うに当たって活用する地域の特性及びその活用戦略 

 

 

 

（２）地域経済牽引事業として行う事業の内容 

（事業名） 

 

（関連する業種） 

 

（事業の実施背景（これまでの経緯）） 

 

（今後の具体的な事業内容） 

 

（事業の目標） 

 

（付加価値創出額） 

 

（その他） 
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（３）地域経済牽引事業を共同して行おうとする者がある場合は、当該事業者の名称及び住

所並びにその代表者の氏名並びに当該事業者の役割 

 ①名称、②住所、③代表者名 ④役割 

１  代表者 

 

２   

３   

４   

 

（４）地域経済牽引事業を行う主な実施場所 

 

 

 

（５）地域経済牽引事業の実施時期 

（実施の時期） 

平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

（実施スケジュール） 

取組事項 平成  年度 平成  年度・・・・ 平成  年度 

（最終年度） 

①    

②    

③    

    
 

 

２ 地域経済牽引事業に必要な資金の額及びその調達方法 

  事業者ごとに別紙１－１に記載 

 

３ 地域経済牽引事業の実施による経済的効果 

（見込み） 

 

（算定根拠） 

 

（注）地方公共団体が基本計画で定める地域経済牽引事業の経済的効果（取引額又は売上、

雇用者数、給与支払額のいずれか）を達成する見込みであることを記載すること。 
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Ⅱ 任意記載事項 

 

１ 地域経済牽引事業の用に供する施設に関する事項 

  別紙１－２に記載 

 

２ 地域経済牽引事業の用に供する施設の用に供する土地の所在、地番、地目及び面積 

  別紙１－２に記載 

 

３ 一般社団法人が法第２２条第１項又は第２項に定められた商標法の特例を受ける場合

の事項 

（１）一般社団法人の名称及び所在地 

 

 

 

（２）一般社団法人の構成員たる資格に関する定款の定め 

 

 

 

（３）法第２２条第１項又は第２項の規定の適用を受けようとする商標に係る商品又は役務 

 

 

 

４ 補助金等交付財産の活用に関する事項 

 

 

 

５ 法第２４条に定められた課税の特例に係る主務大臣の確認を受けようとする場合には、

地域経済牽引事業の用に供する施設又は設備に関する事項 

 

 

 

（備考） 

１ 記名押印については、氏名を自署とする場合、押印を省略することができる。 

２ 地方公共団体の長（地域経済牽引事業を行おうとする者に地方公共団体を含むときは、

主務大臣。）の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。 

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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別紙１－１　地域経済牽引事業に必要な資金の額及びその調達方法

調達先

費用

土 地

建 物

機械装置

運転資金

そ の 他

小 計

土 地

建 物

機械装置

運転資金

そ の 他

小 計

土 地

建 物

機械装置

運転資金

そ の 他

小 計

※１　都道府県及び市町村等からの補助については、「その他」の欄に記載すること。
※２　金融機関から融資を受ける場合で、信用保証協会の制度を利用する要望があるときは、その旨を備考欄に記載すること。

その他　※１

（単位：千円）

合
　
　
　
計

年度 借入金 自己資金 合計 備考　※２
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別紙１－２　地域経済牽引事業の用に供する施設に関する事項、地域経済牽引事業の用に供する施設の用に供する土地の所在、地番、地目及び面積

※「土地の所在」には、所在地のほか、申請に係る土地が農業振興地域の整備に関する法律に規定する農用地区域又は都市計画法に規定する市街化調整区域に
　当該地域が含まれているかを記載すること。

施設の概要 備　　　　　考面積

地目

現況登記簿
地番土地の所在
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様式第２（第２条第１項関係） 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律 

に基づく地域経済牽引事業計画の変更の承認申請書 

 

平成  年  月  日 

経済産業大臣 名 

○ ○ 大臣 名 

都道府県知事 名  殿 

 

住    所 

名    称 

代表者の氏名          印 

 

平成  年  月  日付けで承認を受けた地域経済牽引事業計画について、下記のとお

り変更したいので、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律

第１４条第１項の規定に基づき、変更の承認を申請します。 

 

記 

１ 変更事項 

変 更 前 変 更 後 

 

 

 

 

 

 

 

２ 変更の趣旨及び理由 

 

 

 

（備考） 

１ 記名押印については、氏名を自署とする場合、押印を省略することができる。 

２ 地方公共団体の長（地域経済牽引事業を行おうとする者に地方公共団体を含むときは、

主務大臣。）の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。 

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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様式第３（第３条第１項関係） 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律 

に基づく平成  年度における承認地域経済牽引事業計画の実施状況報告書 

 

平成  年  月  日 

経済産業大臣 名 

○ ○ 大臣 名 

都道府県知事 名  殿 

 

住    所 

名    称 

代表者の氏名          印 

 

 平成  年  月  日付けで承認を受けた地域経済牽引事業計画の平成  年度の実

施状況を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 実施した地域経済牽引事業の内容及び適用を受けた支援措置の内容 

 

 

 

２ 実施した地域経済牽引事業の経済的効果の状況 

 

 

 

３ 実施した地域経済牽引事業の機械及び装置、建物及びその附属設備並びに構築物の取得

又は製作若しくは建設（設備投資）に関する実績 

 

 

 

（備考） 

１ 記名押印については、氏名を自署とする場合、押印を省略することができる。 

２ 地方公共団体の長（地域経済牽引事業を行おうとする者に地方公共団体を含むときは、

主務大臣。）の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。 

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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様式第４（第４条第１項及び第２項関係） 

 

事業環境の整備に係る措置の提案書 

 

平成  年  月  日 

地方公共団体の長 名  殿 

 

住    所 

名    称 

代表者の氏名          印 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第１５条第１項の

規定に基づき、別添の書類を添えて、下記のとおり地域経済牽引事業の実施に当たって必要

な事業環境の整備のために講ずる措置に関する提案をします。 

 

記 

 

１ 地域経済牽引事業の実施に当たって必要な事業環境の整備のために講ずる措置の内容 

 

 

 

２ 実施が可能となる事業活動の内容 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

（備考） 

１ 記名押印については、氏名を自署とする場合、押印を省略することができる。 

２ 地方公共団体の長の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。 

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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様式第５（第４条第３項関係） 

 

事業環境の整備に係る措置を講ずることとする旨の通知書 

 

平成  年  月  日 

          殿 

 

地方公共団体の長 名 

 

平成  年  月  日付けで提案のあった事業環境の整備に係る措置については、下記

のとおり措置を講ずる必要があると認めますので、通知します。 

 

記 

 

１ 提案を踏まえて講ずることとした措置の内容 

 

 

 

２ 提案を踏まえて講ずることとした措置の整備の見通し 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

（備考） 

用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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様式第６（第４条第４項関係） 

 

事業環境の整備に係る措置を講ずる必要がない旨の通知書 

 

平成  年  月  日 

          殿 

 

地方公共団体の長 名 

 

平成  年  月  日付けで提案のあった事業環境の整備に係る措置については、下記

のとおり講ずる必要がないと判断しましたので、通知します。 

 

記 

 

１ 提案に係る措置を講ずる必要がないと判断する理由 

 

 

 

２ 提案に係る措置を講じず、地域経済牽引事業の一部若しくは全部の実施が可能である場

合にはその範囲又は実施が可能となるための方策 

 

 

 

（備考） 

用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

 

（記載要領） 

「２ 提案に係る措置を講じず、地域経済牽引事業の一部若しくは全部の実施が可

能である場合にはその範囲又は実施が可能となるための方策」には、提案があった事

業環境の整備に係る措置の内容の改善点、現行規制下において対応が可能な事業の実

施内容又はそのための方策等を具体的に記載するよう努めること。 
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様式第７（第４条第５項関係） 

 

講ずる必要があると判断した事業環境の整備に係る措置の内容の公表 

 

１ 講ずる必要があると判断した事業環境の整備に係る措置の内容 

 

 

 

２ 事業環境の整備に係る措置の整備の見通し 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

（記載要領） 

「１ 講ずる必要があると判断した事業環境の整備に係る措置の内容」中、事業環境の

整備に係る措置に関する提案を行った者の事業上の秘密に該当する部分については、

これを公表の対象として記載しない。 
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様式第８（第５条第１項関係） 

 

規制について規定する法律及び法律に基づく命令の規定に関する照会書 

 

平成  年  月  日 

主務大臣 名  殿 

 

地方公共団体の長 名 

 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第１６条第１項の

規定に基づき、同法第１５条第１項の提案を踏まえた措置に関する規制について規定する下

記１に掲げる法律及び法律に基づく命令（告示を含む。）の規定の解釈について、確認を求

めます。 

 

記 

 

１ 解釈の確認を求める法律及び法律に基づく命令（告示を含む。）の条項等 

 

 

 

２ 具体的な確認事項 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

（備考） 

１ 主務大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。 

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

 

（記載要領） 

「２ 具体的な確認事項」には、解釈の確認を求める法律及び法律に基づく命令（告

示を含む。）の条項についての自己の見解を記載する。 
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様式第９（第５条第３項及び第５項関係） 

 

規制について規定する法律及び法律に基づく命令の規定に関する回答書 

 

平成  年  月  日 

地方公共団体の長 名  殿 

 

○ ○ 大臣 名 

 

平成  年  月  日付けで別添により確認の求めのあった件について、下記のとおり

回答します。 

 

記 

 

１ 法律及び法律に基づく命令（告示を含む。）の規定の解釈 

 

 

 

２ その他 

 

 

 

（注） 

本回答は、確認を求める対象となる法令（条項）を所管する立場から、照会者から

提示された事実のみを前提として、現時点における見解を示したものであり、もとよ

り、捜査機関の判断や罰則の適用を含めた司法判断を拘束するものではありません。 

 

（備考） 

用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

 

（記載要領） 

「大臣 名」は、第５条第３項の規定による場合には主務大臣名とし、同条第５項

の規定による場合には主務大臣及び関係行政機関の長の連名とする。 

 

 

 

 


